
令 和  ６  年度  自 己 評 価 表 (中間評価)                                                                                      鳥取県立日野高等学校 

中長期目標 

（学校ビジョン） 
地域の資源を活用し、未来に羽ばたくための学力や豊かな人間性を育み、社会の持続的発

展に貢献できる人材を育成する 

 
今年度の重点目標 

○主体的な学びの推進 
○人間力の向上 
○地域活躍力の育成 
○魅力発信 

  
年  度  当  初 評  価  結  果 （ ９ ）月 

評価項目 
評価の具

体項目 
現状 

目標 

（年度末の目指す姿） 
目標達成のための方策 経過・達成状況 

評

価 
改善方策 

１ 主体的な

学びの推

進 

 

学びに向

かう意欲・

意識の醸

成 

 

〇学校評価アンケートで学習への取組み姿勢に肯定的
に回答した生徒が９１％、学習の満足度は７５．１％。
一方で理解度という点で課題が見られる。 

〇進路指導に関する満足度は７３％、進路相談に親身に
なって応じてくれるとの回答が７８．６％。担任面談
に加えキャリア形成部も面談を行い、個々の進路希望
を把握し、早期に指導を始めた。 

〇「人との出会いをとおして成長を感じている」とした
生徒は前年度から４ポイント増。 
（Ｒ４：７８．６％ → Ｒ５：８２．４％） 

○授業関係で指導改善カードを受けた生徒は３名。（昨
年度は８名） 

【学校評価アンケート】 
（１２月実施） 
○学びに向かう意欲 
・学習への取り組み姿勢に肯定的な回答
をした生徒が ９５％以上 

・学習の満足度８０％以上 
・授業等の指導カードを受ける生徒の減
少 

○学びに向かう意義 
・進路指導に対する満足度 ７５％以上 
○意欲・意義の醸成 
・人との出会いを通して成長を感じてい
る ８５％以上 

○授業の理解度アップに向け基礎・基本を徹底する。 
○授業に関する生徒アンケートを７月に実施し、授業
改善につなげる。 

○「総合探究（日野探究Ⅱ）」では、外部とのやり取
りでも成長するが、グループ内での役割を明確にす
ることを重視する。 

○学習活動の基本的な姿勢となる「学びのルール」に
ついて周知・徹底し、教室が質の高い学びを実現で
きる環境になるように生徒に促す。 

○引き続き、指導改善カードの運用と並行しながら、
特にその場での注意指導を徹底する。 

○「学びのルール」を徹底することにより落ち着いて
授業に取り組んだ。 

○授業に関するアンケート（７月実施） 
「学ぶ内容に満足している」４ポイント増 

  Ｒ５：８９．１％→Ｒ６：９３．６％ 
「授業の進め方に満足している」９ポイント増 
Ｒ５：８７．１％→Ｒ６：９６．０％ 

一方、満足度の低い要因は「授業の内容が理解でき
ない」という回答が比較的多く見られた。 

○「産業社会と人間」及び「総合的な探究の時間（日
野探究Ⅰ・Ⅱ）」で、社会人講師や地域サポーター
などを招聘し、様々な出会いを通じた成長の場を作
った。 

○面接週間で担任に加えてキャリア形成部の教員も面
談を実施した。 

Ｂ 

○実施したアンケートの結果を全
職員で共有し、理解が不十分な箇
所、その原因を分析する。 

○職員間の授業参観や授業研究を
積極的に行い、授業改善につなげ
る。 

○特性のある生徒については、今後
も全教職員で注意深く見て指導
をしていく。 

○生徒の発達段階に応じて、講師候
補の人選を考慮する。 

○面接指導を早い時期に実施し、生
徒の面接力を高める。 

授業のＩＣＴ

化の推進 

○授業公開週間を７月、１２月に実施。７月には県外推
進校から、ＩＣＴ活用に関して先進的な取組みを行っ
ている講師を招聘し研修を実施した。併せて県外推進
校の授業研究会に２名の教員が参加し、本校研修で還
元した。 

○持ち運び用パソコンを１台購入し２台とした。 
日常的にＩＣＴを活用している教員は７０％。 

○協同学習とＩＣＴ活用 
・教員間での授業参観と事後の授業検討
会を年２回以上実施。 

・ＩＣＴを活用した協同的な学びの実践 
【ＩＣＴ活用・指導力調査】 
○ＩＣＴ活用 
・ＩＣＴを活用して協同的な学習活動を
取り入れた授業を行っている教員が９
０％以上。 
・探究学習のＩＣＴ活用を促進 

○協同的な学びの実現のためのＩＣＴ活用研修を行
う。研修によって得られた知識や技術を生かした授
業改善を行い、生徒の個別最適な学び、協同的な学
びを実現する。 

○授業だけでなく、ＬＨＲや学校行事などあらゆる
場面で、ＩＣＴを有効活用した活動を増やす。 

○県外から講師を招聘し、研修会を実施。日常的にＩ
ＣＴを活用する教員も増えている。 

○授業公開週間７月実施。 
○クラス役員決め、学校祭のイベント、アンケード等、
身近なことからＩＣＴ活用を進めている。 

○ＩＣＴ活用は、日常的な実践を経ながら、スキルア
ップを目指す段階となっている。 

Ｂ 

○教員相互の授業参観などをとお
して、技術や知識を共有する。 

○ＩＣＴ活用を促進する中で、活用
法の研究が必要である。 

２ 人間力の

向上 

人と関わ

る力の増

大 

○「自尊感情や自己有用感」１０ポイントの増。 
（Ｒ４：４５．２％ →Ｒ５：５５．３％） 

「他者理解において成長」３ポイント上昇。 
（Ｒ４：７９．８％ →Ｒ５：８２．４％） 

「人との出会いをとおして成長」４ポイント上昇。 
（Ｒ４：７８．６％ →Ｒ５：８２．４％） 
探究学習や各系列の取組みの中で、生徒が活き活き
と活動し、年間をとおして成長した。 

○自己理解・他者理解講演会（１年・7月）、性教育講
演会（２年・１２月）、性に関する指導ＬＨＲ（全校・
１２月）、ストレスマネジメント授業（全校）を実施
し、多くの生徒が自己の成長につながったと実感して
いた。 

○食育講演会、食育映画鑑賞学習会を実施したが、朝食
を全く摂らない生徒が１４．１％昨年度から７％増。 

○生徒指導事案は減少。 

【学校評価アンケート】 
○人と関わる力 
・自尊感情や自己有用感６０％以上 
・他者理解において成長８５％以上 
・人との出会いを通して成長８５％以上 
【食事に関するアンケート】 
○規範意識（生活習慣） 
・朝食を全くとらない生徒が１０％未満 
○規範意識（多様性の受容力） 
・暴力行為、暴言、器物破損等の指導件
数が０件 

 

○引き続き、振り返りや面談をとおして、自らの言葉
で状況や思いを整理させる時間を設けるようにす
る。 

○多様化する生徒に対し、日頃の見守り、情報共有、
個別の支援が重要である。 

○引き続き、アンテナを高くして生徒の状況の把握に
努め、保護者と連携し迅速に対応する。 

○引き続き、自尊感情や自己有用感を高めることを目
的とした講演会などを実施するとともに、個別の支
援に努める。 

○保健だよりの掲示、保健室での個別指導、保健委員
からの呼びかけなどをとおして、健康管理及び食に
関する啓発活動を継続する。 

〇「総合探究（日野探究Ⅱ）」で、班内で協働するだ
けでなく、地域の方との交流もより重視する。 

○特性がある生徒が増加し、予期せぬ行動や発言が増
えている。 

○自己理解・他者理解講演会、ストレスマネジメント
授業、性教育講演会、人権教育講演会、人権教育Ｌ
ＨＲを予定どおり実施し、自分や相手の気持ちを尊
重し大切にすることを学んだ。 

○朝食について、保健だよりや個別指導で意識を高め、
朝食欠食率は９．２％に減少。（昨年度１４．１％）。 

 Ｃ 

○引き続き学年団や各分掌での情
報共有を行い、注意深く見守る必
要がある。 

○自尊感情や自己有用感を高める
ことを目的とした取り組みを行い
短絡的な思考にならないよう指導
していく。 

○保健だよりでの啓発、保健室での
個別指導などを継続する。 

○地域貢献を目的とした活動に積
極的に取り組ませる。 

 

３ 地域活躍

力の育成 

地域で行

動するす

る意欲の

醸成 

○「キャリア教育優良学校文部科学大臣表彰」をＲ６．
１月に受賞した。 

○「地域と連携した学びが充実」５ポイント上昇。 
（Ｒ４：７６．２％ →Ｒ５：８１．２％） 

○生徒会執行部を中心に、学校祭、清掃、クラスの取組
みで、生徒全員が大きく成長し、互いが協力して取組
むことができた。 

○環境教育ＬＨＲ（全校・４月）、ゴミ減量チャレンジ
（各学期末）、ゴミ出さないＤＡＹ（６月・１１月）、
ＴＥＡＳ通信などで意識を高め、地域の清掃活動への
参加や電気使用量の減少につなげた。 

【学校評価アンケート】 
○「地域と連携した学びが充実」 
８５％以上 

○生徒が主体的かつ積極的に部活動、生
徒会活動、学校行事、地域貢献活動等
に取り組めるようになる。 

○地域の人材･資源を活用した授業等を
実施し、生徒が地域を知り、地域に対
して自分ができることを考えるよう
になる。 

○環境意識を高揚させ、前年の電気 
用量、可燃ゴミの総量を超えない。 

○「産業社会と人間」と「総合探究（日野探究Ⅰ・Ⅱ）」
をより系列の学びとつながりをもたせる。 

○感染症対策には十分留意しながら、これまで以上に
積極的に地域に出向いて地域との連携を強化し、地
域貢献力の充実を図る。 

○環境教育ＬＨＲ、ゴミ減量チャレンジ、ゴミ出さな
いＤＡＹ、地域の清掃活動などの環境意識を高める
活動を継続する。 

○ＴＥＡＳ通信や環境委員による活動をとおして、
啓発活動を継続する。 

〇「産業社会と人間」及び「総合的な探究の時間（日
野探究Ⅰ・Ⅱ）」において、地域貢献力・問題解決
能力を育成している。 

○生徒会執行部を中心にあいさつ運動や交通安全運
動、学校祭をはじめとした各行事の企画・運営に積極
的に取り組んでいる。 

○環境教育ＬＨＲ、ゴミ減量チャレンジ、ゴミ出さな
いＤＡＹをとおして環境意識を高める取り組みを行
った。 

○環境委員がゴミの収集や分別、節電の呼びかけなどを
行い、クラスの生徒への環境啓発を行った。 

 

Ａ 
 

○今後は、日南町、江府町にも積極
的に出向いて地域との連携を促
進し、地域活躍力を向上させる。 

○新執行部による生徒主体の自治
を検討する。 

○環境委員によるクラスの環境意
識を高めるための呼びかけ、TEAS
通信の発行、ゴミ減量チャレン
ジ、ゴミ出さないDAYなどを引き
続き実施する。 

４ 魅力発信 表現力・Ｐ

Ｒ能力の

醸成 

○各授業内や「産業社会と人間」「日野探究Ⅰ・Ⅱ」に
おける発表で自分の考えを整理し相手に伝える力が
身についた。一方、考えをまとめ文章にすることが困
難な生徒が多い。 

○自己や他者、地域の特色等を十分に理解し将来に結び
つけて説明することに困難な生徒が多い。 

【学校評価アンケート】 
○「学習活動を通して、成長」７０％以

上 
【学びの成果発表会アンケート】 
○「各学年の成果発表」良い評価 ９０％

以上 

〇文章力を向上させるため、図書館を積極活用し良質
な文章に触れる機会を増やす。 

〇各教科においてふりかえりシート等を活用し、文章
化の習慣化する。 

 

○学んだことを言語化させ、他者に伝わりやすくなる
か客観的に判断させている。 

〇ふりかえりシートの活用を進めることで、文章化す
る意識が高まっている。 

 

Ｂ 

○根拠を伴う説明や、脈絡を意識し
た指導を徹底する。 

○生徒個人の技術・技能に合わせた
指導を行う。 

５ 働き方改

革の推進 

勤務時間

管理及び

働き方改

革 

○時間外勤務は前年度比△６．３％。 
○時間外勤務の一人あたり月平均前年度 
 △０．２時間 
○教職員のクラウドサービス利用に関する校内ルール
を策定した。 

○部活動計画及び実施は適正に実施している。 

○時間外勤務３６０時間越えの人数減。 
 
○適切な部活動指導の継続。 

○日野高版業務カイゼン計画を実行する。年度途中に
効果検証を実施、さらに改善をする。 

○引き続き、担任業務や分掌業務の平準化を実施す
る。 

○職員の情報共有のため、クラウド上の掲示板を完成
し活用する。 

○ボトムアップされたカイゼン方策の多数が効果的で
あることが実証された。 

○ChromeBookの修理業務の負担増。 
○クラウド上の掲示板は、教務室以外の教職員とも共

有ができている。 
○時間外勤務前年度比△１３．７％ 
○時間外勤務一人あたり月平均前年度 
 △１．２時間 

Ｃ 

○カイゼン計画を継続実施し、検証
する。 

○ChromeBookの業務を集約し県教委
に相談、改善を求める。 

○時間外勤務の超過がないよう、業
務の平準化を継続していく。 


